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あ
り
、
そ
れ
を
著
し
た
人
物
の
書
写
に
は
、
当
時
の
仮
名
の
書
写
に
対
す

る
意
識
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

一
　
藤
原
教
長
と
書

教
長
は
平
安
末
期
の
人
物
で
あ
る
。
歌
人
、
能
書
と
し
て
当
時
よ
り
著

名
で
あ
り
（
注
２
）、
歌
集
『
貧
道
集
』
や
歌
論
『
古
今
集
注
』、『
拾
遺
集
注
』

（
散
逸
）、
書
論
『
才
葉
抄
』
を
著
し
て
い
る
。『
今
鏡
』「
み
づ
ぐ
き
」
に
（
注

３
）、

四
條
の
民
部
卿
の
御
こ
は
。
ま
た
俊
明
の
大
納
言
の
御
む
す
め
の
は

ら
に
。
宰
相
の
中
将
教
長
と
き
こ
え
給
ひ
し
。
後
に
は
左
京
の
か
み

に
な
り
て
。
讃
岐
院
の
こ
と
ゞ
も
お
は
し
ま
し
ゝ
に
。
か
し
ら
を
ろ

し
た
ま
ひ
て
。
ひ
た
ち
の
う
き
し
ま
と
か
に
な
が
さ
れ
給
へ
り
し
。

返
の
ぼ
り
給
て
高
野
に
す
み
給
と
き
こ
え
給
。
わ
か
の
道
に
す
ぐ
れ

は
じ
め
に

書
写
は
元
と
な
る
親
本
を
書
き
写
す
行
為
で
あ
る
。
で
は
、
書
く
こ
と

に
対
し
て
意
識
的
で
あ
っ
た
人
物
は
、
書
写
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

書
写
に
は
書
写
者
独
自
の
書
き
方
が
表
れ
る
。
一
方
、
書
写
に
お
い
て

親
本
を
ど
の
よ
う
に
書
き
写
す
か
は
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
親
本
の
表

記
の
影
響
や
書
写
者
の
親
本
に
対
す
る
意
識
等
も
書
写
に
は
反
映
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
書
論
を
著
し
た
藤
原
教
長
の
仮
名
自
筆
資
料
を

取
り
上
げ
、
そ
の
書
写
実
態
の
分
析
か
ら
教
長
の
仮
名
の
書
写
に
お
け
る

意
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

書
論
と
は
、「
書
に
つ
い
て
の
す
べ
て
、
筆
法
、
書
式
、
能
書
、
芸
術

論
か
ら
文
房
四
宝
に
至
る
ま
で
広
範
な
内
容
を
論
じ
た
も
の
。」（
注
１
）
で

藤
原
教
長
の
書
写
意
識

　
　

―
― 

仮
名
の
書
写
に
お
け
る
親
本
へ
の
姿
勢 

―
―
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二

に
は
な
い
も
の
の
、『
才
葉
抄
』
に
は
「
広
く
夜
鶴
庭
訓
と
い
ふ
書
に
み

え
た
り
」、「
夜
鶴
に
次
第
見
え
た
り
」、「
委
夜
鶴
に
見
え
た
り
」
と
、
仮

名
の
書
写
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
書
論
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
を
読
ん
で
い
る

形
跡
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
教
長
は
守
覚
法
親
王
に
『
古
今
和
歌
集
』

を
献
呈
し
（
現
在
、
そ
の
献
呈
し
た
本
が
『
今
城
切
』
と
考
え
ら
れ
て
い

る
）（
注
４
）、
講
義
を
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
何
か
し
ら
の
規
範
意

識
の
も
と
に
仮
名
を
書
写
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

二
　
本
稿
に
お
け
る
教
長
の
自
筆
資
料
に
つ
い
て

教
長
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
先
達
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今

日
、『
今
城
切
』
や
『
二
荒
山
本
』
は
教
長
の
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
本
論
に
お
け
る
教
長
の
自
筆
資
料
と
し
て
『
今
城
切
』、『
二

荒
山
本
』
を
用
い
、
分
析
・
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。『
今
城
切
』
は

『
日
本
名
跡
叢
刊
』
九
四
（
二
玄
社　

昭
和
六
十
年
）
お
よ
び
『
古
筆
学

大
成
』
三
（
講
談
社　

平
成
元
年
）、『
二
荒
山
本
』
は
『
日
本
名
跡
叢
刊
』

三
九
、四
〇
（
二
玄
社　

昭
和
五
十
五
年
）
を
用
い
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
全

和
歌
を
対
象
と
し
た
（『
今
城
切
』
二
〇
七
首
、『
二
荒
山
本
』
六
六
〇
首
、

計
八
六
七
首
）（
注
５
）。

本
節
で
は
、
主
に
異
体
仮
名
の
使
用
実
態
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る

て
を
は
す
る
な
る
べ
し
。
て
か
き
に
も
を
は
す
と
ぞ
。
処
〴
〵
の
が

く
な
ど
も
か
き
給
な
り
。

と
あ
り
、
当
時
の
「
わ
か
の
み
ち
に
す
ぐ
れ
」
た
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
、

能
書
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

教
長
の
書
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
伊
藤
壽
一
が
「
藤
原
教
長
の

筆
蹟
に
就
い
て
ー
今
城
切
を
中
心
と
し
て
ー
」（『
畫
説
』
第
三
十
二
号　

岩
波
書
店　

昭
和
十
四
年
）
に
よ
っ
て
、
従
来
伝
藤
原
雅
経
筆
と
さ
れ
て

き
た
『
今
城
切
本
古
今
和
歌
集
』（
以
後
、『
今
城
切
』）
を
教
長
筆
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
、
小
松
茂
美
『
後
撰
和
歌
集　

校
本
と
研
究
』（
誠
信

書
房　

昭
和
三
十
六
年
）
の
筆
跡
考
証
に
よ
り
、『
二
荒
山
本
後
撰
和
歌

集
』（
以
後
、『
二
荒
山
本
』）
が
教
長
筆
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

等
、
筆
跡
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
書
論
に
つ
い
て
は
多
賀

宗
隼
が
『
鎌
倉
時
代
の
思
想
と
文
化
』（
目
黒
書
店　

昭
和
二
十
一
年
）

に
お
い
て
、
教
長
の
功
績
お
よ
び
『
才
葉
抄
』
の
考
察
を
行
っ
た
こ
と
を

は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
先
達
に
よ
っ
て
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
。
教
長

は
『
才
葉
抄
』
の
中
で
書
の
作
法
や
手
本
に
対
す
る
向
き
合
い
方
、
書
く

こ
と
に
対
す
る
心
得
等
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
才
葉
抄
』
で
述
べ

る
書
の
作
法
に
関
し
て
は
、
漢
字
を
書
く
際
の
も
の
で
あ
り
、
仮
名
を
書

く
際
の
書
式
や
作
法
等
に
関
し
て
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
仮
名
を
書
く
際
の
書
式
や
作
法
の
記
述
は
『
才
葉
抄
』



三

　
　
　
　
　
　
　
「
飛
」　　

四
例

『
二
荒
山
本
』

　
　
　
　
　
　
　
「
ひ
」　　

三
例

　
　
　
　
　
　
　
「
日
」　　

使
用
例
な
し

　
　
　
　
　
　
　
「
飛
」　　

四
十
四
例

こ
の
結
果
か
ら
、《
お
》
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
本
で
ど
ち
ら
も
「
於
」

の
使
用
が
多
い
傾
向
に
あ
る
点
で
は
一
致
す
る
が
、『
今
城
切
』
で
は
ほ

ぼ
「
於
」
が
行
頭
専
用
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
二
荒
山
本
』

で
は
「
お
」
の
使
用
も
多
く
、
使
用
方
法
が
同
じ
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

《
ひ
》
に
つ
い
て
は
、『
今
城
切
』
で
は
「
ひ
」
の
使
用
が
一
番
多
い
の

に
対
し
、『
二
荒
山
本
』
で
は
「
飛
」
が
ほ
ぼ
行
頭
専
用
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
た
。

次
に
、
各
行
のbi-gram

を
集
計
し
、《
お
》、《
ひ
》
の
上
接
、
下
接

そ
れ
ぞ
れ
の
異
体
仮
名
の
接
続
実
態
に
つ
い
て
、
使
用
数
が
多
い
も
の

（《
お
》
は
《
お
も
》・《
と
お
》、《
ひ
》
は
《
ひ
と
》・《
こ
ひ
》）（
注
７
）
を

取
り
上
げ
て
分
析
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
二
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

〈
上
接
、
下
接
に
お
け
る
異
体
仮
名
の
接
続
実
態
〉

①　

二
つ
の
本
で
同
じ
傾
向
を
示
す
も
の

《
お
も
》

『
今
城
切
』　　
　
「
お
」
＋
「
も
」　

十
三
例

【
表
１
】。【
表
１
】
で
は
、
個
々
の
異
体
仮
名
の
種
類
と
使
用
実
態
を
示

し
た
。
異
体
仮
名
全
体
の
コ
サ
イ
ン
類
似
度
を
計
算
す
る
と
、0.981

で

あ
っ
た
（
注
６
）。
し
た
が
っ
て
、
類
似
性
が
高
い
と
言
え
る
。
一
方
、《
お
》、

《
ひ
》
に
つ
い
て
は
、
他
の
文
字
に
比
べ
る
と
個
々
の
異
体
仮
名
の
使
用

傾
向
が
異
な
る
。

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
分
析
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
使
用
実
態
を
見
て
み

る
こ
と
に
す
る
。
初
め
に
、
行
頭
に
お
け
る
使
用
実
態
を
見
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

〈
行
頭
に
お
け
る
異
体
仮
名
の
使
用
実
態
〉

《
お
》

『
今
城
切
』

　
　
　
　
　
　
　
「
お
」　　

一
例

　
　
　
　
　
　
　
「
於
」　　

二
十
例

『
二
荒
山
本
』

　
　
　
　
　
　
　
「
お
」　　

二
十
六
例

　
　
　
　
　
　
　
「
於
」　　

三
十
二
例

《
ひ
》

『
今
城
切
』

　
　
　
　
　
　
　
「
ひ
」　　

十
五
例

　
　
　
　
　
　
　
「
日
」  　

使
用
例
な
し



四

　
　
　
　
　
　
　
「
古
」
＋
「
飛
」　

使
用
例
な
し

『
二
荒
山
本
』　　
「
こ
」
＋
「
ひ
」　

四
十
二
例

　
　
　
　
　
　
　
「
こ
」
＋
「
日
」　

使
用
例
な
し

　
　
　
　
　
　
　
「
こ
」
＋
「
飛
」　

一
例

　
　
　
　
　
　
　
「
古
」
＋
「
ひ
」　

使
用
例
な
し

　
　
　
　
　
　
　
「
古
」
＋
「
日
」　

使
用
例
な
し

　
　
　
　
　
　
　
「
古
」
＋
「
飛
」　

二
例

②　

二
つ
の
本
で
異
な
っ
た
傾
向
を
示
す
も
の

《
ひ
と
》

『
今
城
切
』　　
　
「
ひ
」
＋
「
と
」　

五
十
五
例

　
　
　
　
　
　
　
「
日
」
＋
「
と
」　

一
例

　
　
　
　
　
　
　
「
飛
」
＋
「
と
」　

五
例

『
二
荒
山
本
』　　
「
ひ
」
＋
「
と
」　

二
十
三
例

　
　
　
　
　
　
　
「
日
」
＋
「
と
」　

使
用
例
な
し

　
　
　
　
　
　
　
「
飛
」
＋
「
と
」　

百
十
三
例

以
上
の
よ
う
に
同
じ
異
体
仮
名
で
あ
っ
て
も
、
接
続
す
る
文
字
に
よ
っ

て
傾
向
が
異
な
っ
て
い
る
。

同
一
人
物
に
よ
る
書
写
で
あ
り
、
コ
サ
イ
ン
類
似
度
も
高
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
ご
く
一
部
に
書
写
本
に
よ
り
異
な
っ

た
異
体
仮
名
の
使
用
傾
向
を
示
す
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
以
下

　
　
　
　
　
　
　

「
お
」
＋
「
毛
」　

九
例

　
　
　
　
　
　
　
「
於
」
＋
「
も
」　

七
例

　
　
　
　
　
　
　
「
於
」
＋
「
毛
」　

二
十
六
例

　
　
　
　
　
　
　
「
於
」
＋
「
裳
」　

使
用
例
な
し

『
二
荒
山
本
』　　
「
お
」
＋
「
も
」　

十
一
例

　
　
　
　
　
　
　
「
お
」
＋
「
毛
」　

四
十
四
例

　
　
　
　
　
　
　
「
於
」
＋
「
も
」　

十
六
例

　
　
　
　
　
　
　
「
於
」
＋
「
毛
」　

六
十
四
例

　
　
　
　
　
　
　
「
於
」
＋
「
裳
」　

一
例

《
と
お
》

『
今
城
切
』　　
　
「
と
」
＋
「
お
」　

四
例　
　

　
　
　
　
　
　
　
「
と
」
＋
「
於
」　

十
例

『
二
荒
山
本
』　　
「
と
」
＋
「
お
」　

十
一
例

　
　
　
　
　
　
　
「
と
」
＋
「
於
」　

二
十
二
例

《
こ
ひ
》

『
今
城
切
』　　
　
「
こ
」
＋
「
ひ
」　

十
八
例

　
　
　
　
　
　
　
「
こ
」
＋
「
日
」　

二
例

　
　
　
　
　
　
　
「
こ
」
＋
「
飛
」　

使
用
例
な
し

　
　
　
　
　
　
　
「
古
」
＋
「
ひ
」　

使
用
例
な
し

　
　
　
　
　
　
　
「
古
」
＋
「
日
」　

三
例



五

で
は
、
教
長
は
ど
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
に
親
本
を
書
写
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

藤
原
定
家
著
『
顕
註
密
勘
』
に
（
注
８
）、

抑
崇
徳
院
に
貫
之
自
筆
本
と
申
古
今
侍
け
り
。
教
長
卿
、
亡
父
五
条

三
品
禅
門
清
輔
朝
臣
各
申
う
け
て
書
う
つ
し
け
る
を
、
宰
相
は
真
名

仮
名
の
字
を
も
一
字
た
が
へ
ず
、
そ
の
つ
か
へ
る
文
字
を
か
ゝ
れ
侍

け
り
。
是
は
た
ゞ
真
名
は
真
名
、
仮
名
は
仮
名
に
書
写
。
但
此
本
当

時
所
見
不
審
甚
多
。

と
あ
る
。
教
長
は
、
真
名
（
漢
字
）
と
仮
名
の
書
き
分
け
を
親
本
通
り
す

る
と
と
も
に
、「
そ
の
つ
か
へ
る
文
字
」
を
親
本
通
り
書
い
て
い
た
と
記

さ
れ
て
い
る
（
注
９
）。『
顕
註
密
勘
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、

教
長
は
ま
さ
に
親
本
を
複
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
節
で
考

察
し
た
よ
う
に
、「
そ
の
つ
か
へ
る
文
字
」
に
異
体
仮
名
ま
で
を
含
め
、

親
本
と
同
じ
よ
う
に
書
写
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

教
長
は
崇
徳
院
所
持
の
「
貫
之
自
筆
本
」
の
古
今
集
を
目
の
前
に
し
、

貴
重
で
あ
り
書
写
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
際
、
定
家
が
「
但
此
本
当
時

所
見
不
審
甚
多
。」
と
考
え
た
本
文
を
も
、
教
長
は
親
本
の
通
り
書
写
し

た
。
教
長
は
『
古
今
集
註
』
を
著
す
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
。
定
家
に
と
っ

て
「
不
審
」
と
思
わ
れ
る
本
文
を
教
長
は
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
か
ら
こ

そ
、
定
家
は
『
顕
註
密
勘
』
に
「
そ
の
つ
か
へ
る
文
字
を
か
ゝ
れ
侍
け
り
」

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
教
長
が
用
い
た
『
今
城
切
』、『
二
荒
山
本
』
の
親
本
の
書
写

者
が
同
じ
で
、
教
長
が
異
体
仮
名
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
可
能
性
、
も
う

一
つ
は
、
教
長
が
独
自
の
異
体
仮
名
使
用
方
法
で
書
写
し
た
可
能
性
で
あ

る
。『
今
城
切
』
の
由
来
が
明
ら
か
と
な
っ
た
資
料
で
あ
る
『
諸
雑
記
』

に
「
貫
之
妻
手
跡
云
ゝ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
今
城
切
』
は
「
貫
之
妻
」

に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
を
親
本
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た

が
っ
て
、
貫
之
死
後
に
編
纂
さ
れ
た
後
撰
集
の
書
写
本
で
あ
る
『
二
荒
山

本
』
と
同
じ
書
写
者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
難
し
い
。
も
う
一
つ
に
つ
い

て
は
、
一
部
に
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
的
な
使
用
傾
向
は
同
じ

で
あ
る
。
使
用
傾
向
に
違
い
が
見
ら
れ
た
《
お
》、《
ひ
》
に
つ
い
て
は
、

親
本
の
影
響
や
書
写
年
代
等
に
よ
る
教
長
自
身
の
使
用
方
法
の
変
化
に
よ

る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
教
長
の
親
本
に
対
す
る
姿
勢
　

書
写
を
す
る
場
合
、
元
と
な
る
本
、
つ
ま
り
親
本
を
ど
の
よ
う
に
書
き

写
す
の
か
が
問
題
と
な
る
。
親
本
を
複
写
す
る
か
の
如
く
に
書
写
す
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
あ
え
て
親
本
は
仮
名
で
あ
っ
た
箇
所
を
漢
字
に
し
た
り
、

そ
の
逆
に
漢
字
を
仮
名
に
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。　
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『
八
雲
御
抄
』（
注
12
）

古
今　

題
不
レ
知
ト
、
読
人
不
知
書
。

後
撰　

題
不
レ
知
よ
み
人
も
ト
カ
ケ
リ
。

『
古
来
風
体
抄
』（
注
13
）

ま
こ
と
や
い
づ
れ
の
こ
ろ
よ
り
た
れ
が
い
ひ
そ
め
け
る
事
に
か
、
後

撰
に
は
、
題
し
ら
ず
、
よ
み
人
も
と
か
き
、
拾
遺
に
は
、
だ
い
よ
み

人
し
ら
ず
と
か
く
な
り
と
、
ち
か
き
世
の
故
人
な
ど
申
と
き
ゝ
て
、

そ
の
か
み
は
さ
や
う
に
も
か
き
侍
り
し
を
、
な
を
ふ
る
き
本
ど
も
た

づ
ね
み
は
べ
り
し
か
ば
、
さ
ま
〴
〵
に
か
き
た
る
さ
ま
、

と
、
古
今
集
で
は
「
題
知
ら
ず
、
読
人
知
ら
ず
」
と
書
写
し
、
後
撰
集
で

は
「
題
知
ら
ず
、
読
人
も
」、
拾
遺
集
で
は
「
題
、
読
人
知
ら
ず
」
と
『
夜

鶴
庭
訓
抄
』
と
同
様
に
書
写
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

『
今
城
切
』
は
古
今
集
、『
二
荒
山
本
』
は
後
撰
集
を
書
写
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
実
態
を
調
査
し
て
み
る
と
、
以
下
の
結

果
と
な
っ
た
。

『
今
城
切
』　

六
／
六
例

た
い
し
ら
す　

よ
み
ひ
と
し
ら
す

『
二
荒
山
本
』　

二
十
一
／
二
十
一
例

た
い
よ
み
ひ
と
し
ら
す

こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
す
べ
て
の
例
が
仮
名
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ

と
記
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
実
際
の
書
写
本
は
ど
の
よ
う
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
書
論
書
や
歌
論
書
で
書
写
の
書
式
に
言
及
の
あ
る
「
題
知
ら

ず　

よ
み
人
知
ら
ず
」
の
書
写
に
着
目
す
る
。

書
論
書
で
あ
る
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
注
10
）
に
は
、

そ
れ
に
と
り
て
、
三
代
集
を
書
く
に
口
伝
候
。
三
代
集
と
申
す
は
三

代
の
御
門
の
我
も
我
も
と
選
ば
れ
た
る
を
申
す
な
り
。
古
今
・
後
撰
・

拾
遺
な
り
。
三
の
物
を
取
り
合
は
せ
て
三
代
集
と
は
申
す
な
り
。
そ

れ
が
題
不
知
、
読
人
不
知
な
ど
申
す
に
さ
ま
ざ
ま
に
か
へ
ら
れ
た
る

な
り
。
古
今
に
は
題
不
知
・
読
人
不
知
・
後
撰
に
は
題
不
知
・
読
人

も
、
拾
遺
に
は
題
・
読
人
不
知
と
候
べ
し
。

と
あ
る
。
古
今
集
で
は
「
題
不
知
・
読
人
不
知
」
と
書
写
し
、
後
撰
集
で

は
「
題
不
知
・
読
人
も
」、
拾
遺
集
で
は
「
題
・
読
人
不
知
」
と
歌
集
ご

と
に
分
け
て
書
く
こ
と
が
口
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
次
に
、
歌
論
書
を
見
て
み
る
と
、

『
袋
草
紙
』（
注
11
）

古
今
に
は
「
題
知
ら
ず
、
読
人
知
ら
ず
」、
後
撰
に
は
「
題
知
ら
ず
、

読
人
も
」、
拾
遺
は
「
題
、
読
人
知
ら
ず
」、
か
く
の
如
く
こ
れ
を
書

く
。
然
し
て
末
代
の
本
必
ず
し
も
分
別
せ
ず
。
こ
れ
転
々
書
写
の
失

か
。
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四
　
漢
字
使
用
の
実
態
　

教
長
の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
、『
今
城

切
』、『
二
荒
山
本
』
に
お
け
る
漢
字
の
使
用
実
態
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

『
今
城
切
』

　
　
　
　
　
　
　
「
日
」　　

三
例

　
　
　
　
　
　
　
「
見
」　　

一
例

『
二
荒
山
本
』

　
　
　
　
　
　
　
「
日
」　　

十
二
例

　
　
　
　
　
　
　
「
人
」　　

二
例

　
　
　
　
　
　
　
「
身
」　　

一
例

い
ず
れ
の
本
も
漢
字
の
種
類
、
使
用
数
と
も
に
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

教
長
以
前
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
し
て
『
高
野
切
本
古
今
和
歌
集
』（
以

後
、『
高
野
切
』）
の
漢
字
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
な
お
、

『
高
野
切
』
は
第
一
種
か
ら
第
三
種
の
三
人
の
書
写
者
に
よ
っ
て
書
写
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
使
用
実
態
を
挙
げ
る
こ
と
に

す
る
。『
高
野
切
』
は
、『
日
本
名
筆
選
』（
二
玄
社　

平
成
五
年
）
を
用

い
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
和
歌
を
対
象
と
し
た
（
第
一
種
六
五
首
、
第
二

種
一
二
八
首
、
第
三
種
五
五
首
、
計
二
四
八
首
）。

第
一
種

と
が
分
か
る
。
次
に
、『
今
城
切
』
は
前
掲
の
書
論
書
、
歌
論
書
と
同
様

の
語
句
が
書
か
れ
て
い
る
が
、『
二
荒
山
本
』
は
異
な
っ
て
い
る
。『
二
荒

山
本
』
の
場
合
、
前
掲
書
の
拾
遺
集
の
語
句
な
の
で
あ
る
。
教
長
が
『
顕

註
密
勘
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
書
写
を
『
二
荒
山
本
』
に
お
い
て

も
行
っ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
当
時
あ
ま
り
証
本
と
考
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
本
を
親
本
と
し
て
書
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
。『
二
荒
山
本
』

の
本
文
系
統
は
清
輔
本
系
統
に
属
し
て
い
る
も
の
の
、
独
自
異
文
も
多
々

あ
る
。
さ
ら
に
、
前
掲
の
『
袋
草
紙
』
で
は
「
然
し
て
末
代
の
本
必
ず
し

も
分
別
せ
ず
。
こ
れ
転
々
書
写
の
失
か
。」
と
述
べ
、『
古
来
風
体
抄
』
で

は
「
な
を
ふ
る
き
本
ど
も
た
づ
ね
は
べ
り
し
か
ば
、
さ
ま
〴
〵
に
か
き
た

る
さ
ま
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
多
く
の
書
式
が
あ
っ
た
。『
夜
鶴
庭
訓
抄
』

を
読
ん
で
い
る
教
長
で
あ
れ
ば
、
前
掲
の
書
論
書
や
歌
論
書
の
よ
う
に
書

き
換
え
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
あ
ま
り
証
本
と
考
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
本
を
貴
重
で
あ
る
と
考
え
親
本
と
し
て
書
写
し
、
異
体
仮

名
の
書
き
分
け
は
別
と
し
て
、
そ
の
語
句
を
ど
の
よ
う
な
本
文
で
あ
っ
て

も
一
字
も
違
え
ず
書
写
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
現
存
す
る

『
二
荒
山
本
』
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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下
句
之
行
之
上
に
書

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
か
せ
は　

さ
む
か

ら
て
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

如
レ
此
書
、
雖
レ
有
二
其
説
一
当
時
至
二
愚
之
性
一
迷
。

而
不
レ
弁
二
上
下
句
一
。
只
付
二
読
安
一
可
レ
用
二
左
説
一
。

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

真
名
を
書
交
字
或
ハ
落
字
之
時
。

上
句
一
行
に
た
ら
す
な
れ
と
も
只
如
二
闕
字
一
。

其
所
を
置
て
次
の
行
に
可
レ
書
二
下
句
一
之
由
渋
レ
之
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
和
歌
を
二
行
で
書
く
際
に
、
上
句
と
下

句
で
分
け
て
書
く
と
読
み
や
す
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
同
時
に
、
和
歌

の
箇
所
を
見
る
と
修
正
前
は
「
か
せ
」
を
仮
名
で
書
い
て
い
る
が
、
修
正

後
は
「
風
」
と
漢
字
で
書
い
て
い
る
。
漢
字
に
よ
っ
て
一
行
当
た
り
の
文

字
数
を
減
ら
し
、
上
句
を
一
行
で
書
き
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
和
歌
は
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
で
語
句
の
意
味
が

一
つ
に
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
を
避
け
る
よ
う
に
、
仮
名
で
書
写
さ
れ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
定
家
は
一
行
で
上
句
を
書
き
き
る
こ
と
を
優

先
し
、
読
み
や
す
さ
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
勅
撰
集
の
注
釈
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
漢
字
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
語
の
意

　
　
　
　
　
　
　
「
日
」　　

一
例

　
　
　
　
　
　
　
「
花
」　　

二
例

　
　
　
　
　
　
　
「
見
」　　

一
例

第
二
種

　
　
　
　
　
　
　
「
花
」　　

二
例

第
三
種

　
　
　
　
　
　
　
「
世
」　　

一
例

　
　
　
　
　
　
　
「
中
」　　

一
例

歌
数
は
書
写
者
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
教
長
同
様
全
体
的
に
種

類
、
使
用
数
と
も
に
少
な
い
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
教
長
以
降
の
人
物

で
あ
る
定
家
の
書
写
と
さ
れ
る
『
嘉
禄
二
年
本
古
今
和
歌
集
』
の
最
初
の

歌
を
見
て
み
て
も
（
注
14
）、

年
の
内
に
春
は
き
に
け
り
ひ
と
ゝ
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
む
こ
と
し
と

や
い
は
む

と
、
一
首
だ
け
で
三
種
類
の
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
漢
字
使
用
の
違
い
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
教
長
や
『
高

野
切
』
と
い
っ
た
定
家
以
前
の
も
の
と
定
家
以
降
の
も
の
と
い
っ
た
時
代

に
よ
る
漢
字
使
用
の
意
識
の
違
い
が
考
え
ら
れ
る
。
定
家
は
『
下
官
集
』

「
書
歌
事
」（
注
15
）
に
、

知
物
様
之
人
称
故
実
態
以
上
句
之
末
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上
句
、
下
句
の
区
切
れ
で
全
て
の
歌
が
改
行
さ
れ
て
い
る
。

先
述
し
た
が
、『
才
葉
抄
』
に
は
仮
名
を
書
く
際
に
お
け
る
書
式
や
作

法
等
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
教
長
が
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
は
、
和
歌
の
書
式
に
関
す
る
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』「
歌
書
事
」
に
は
、

二
行
に
書
か
せ
給
は
ば
、
五
七
五
一
行
、
七
七
一
行
に
候
べ
し
。
三

行
有
る
べ
き
は
、
五
七
一
行
、
五
七
一
行
、
七
一
行
に
候
べ
し
。
と

て
も
か
く
て
も
歌
だ
に
書
き
付
け
て
う
つ
く
し
う
な
ど
申
す
は
、
無

下
の
事
に
候
。

と
あ
る
。『
才
葉
抄
』
は
伊
行
の
子
孫
で
あ
る
藤
原
伊
経
に
対
し
て
行
っ

た
書
の
口
伝
を
著
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
を
意
識
し
、

書
写
に
そ
の
考
え
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
教
長
は

『
顕
註
密
勘
』
に
「
宰
相
は
真
名
仮
名
の
字
を
も
一
字
た
が
へ
ず
、
そ
の

つ
か
へ
る
文
字
を
か
ゝ
れ
侍
け
り
。」
と
あ
る
よ
う
な
書
写
を
し
て
い
る

が
、
行
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

『
下
官
集
』「
書
歌
事
」
に
、「
知
物
様
之
人
称
故
実
態
以
上
句
之
末　

下
句
之
行
之
上
に
書
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
句
、
下
句
の
区
切
れ
で
改
行

す
る
こ
と
は
、
定
家
以
前
で
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、『
高
野
切
』

に
お
い
て
も
、
上
句
、
下
句
の
区
切
れ
を
意
識
し
て
書
写
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
書
写
者
で
あ
っ
て
も
、
全
て
の
歌
で
上
句
、
下
句
の
区
切
れ
で

味
を
固
定
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
顕
註
密
勘
』
に
あ
る
よ
う
に
、
教
長
は
親
本
の
「
そ
の
つ
か
へ
る
文

字
」
を
書
写
し
た
。
こ
の
よ
う
な
教
長
の
書
写
態
度
の
要
因
と
し
て
、
親

本
の
由
来
が
正
当
な
も
の
と
考
え
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
本
文
で
あ
っ

て
も
親
本
通
り
に
書
写
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
二
荒

山
本
』
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、『
今
城
切
』

に
つ
い
て
は
、『
諸
雑
記
』
に
、

治
承
元
年
八
月
十
九
日
書
写
了
。
此
本
花
園
左
大
臣
有
仁
相
伝
、
秘

蔵
深
納
箱
底
、
貫
之
妻
手
跡
云
ゝ
。
貫
之
取
捨
之
、
歌
傍
有
直
付
事

等
、
是
多
貫
之
自
筆
也
。
讃
岐
院
在
位
御
時
、
借
召
之
。
観
蓮
在
俗

為
近
臣
。
申
請
所
書
写
也
。
歌
数
相
諧
、
序
詞
尤
足
為
証
本
而
已
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈
観
蓮

と
、
親
本
の
由
来
の
正
当
性
を
教
長
自
身
が
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
本
の
由
来
に
正
当
性
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
、
そ

れ
を
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
の
形
で
保
存
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。五

　
行
へ
の
意
識
　

『
今
城
切
』、『
二
荒
山
本
』
は
い
ず
れ
も
二
行
書
き
で
あ
る
が
（
注
16
）、



一
〇

に
関
し
て
は
、
上
句
、
下
句
を
区
切
る
書
写
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、『
才
葉
抄
』
に
は
記
載
し
て
い
な
い
も
の
の
、
仮
名
に
お
い
て
も
書

写
の
規
範
意
識
の
中
で
書
写
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
１　
『
日
本
書
道
辞
典
』　

二
玄
社　

昭
和
六
十
二
年

２　

小
松
茂
美
『
後
撰
和
歌
集　

校
本
と
研
究
』（
誠
信
書
房　

昭
和

三
十
六
年
）
の
「
藤
原
教
長
年
譜
」
に
は
教
長
の
活
動
に
つ
い
て
詳

細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

３　

本
文
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
十
一
巻
下
（
吉
川
弘
文
館

　

昭
和
四
十
年
）
よ
り
引
用
し
、
適
宜
傍
線
を
付
し
た
。

４　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
諸
雑
記
』
に
、

治
承
元
年
八
月
十
九
日
書
写
了
。
此
本
花
園
左
大
臣
有
仁
相
伝
、
秘

蔵
深
納
箱
底
、
貫
之
妻
手
跡
云
ゝ
。
貫
之
取
捨
之
、
歌
傍
有
直
付
事

等
、
是
多
貫
之
自
筆
也
。
讃
岐
院
在
位
御
時
、
借
召
之
。
観
蓮
在
俗

為
近
臣
。
申
請
所
書
写
也
。
歌
数
相
諧
、
序
詞
尤
足
為
証
本
而
已
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈
観
蓮

比
校
又
了
。
同
年
九
月
十
二
日
於　

禅
定
大
王
御
前
、
始
読
申
之
。

同
廿
四
日
終
之
。
其
間
件
集
一
千
九
十
五
首
、
悉
以
所
伝
之
説
ゝ
、

払
底
聞
食
了
。
所
謂
讃
岐
院
当
帝
之
昔
、
法
性
寺
入
道
以
下
公
卿
侍

臣
男
女
之
歌
仙
各
演
其
秘
説
、
観
蓮
一
度
無
漏
其
座
。
兼
又
往
年
謁

改
行
し
て
い
る
書
写
者
は
い
な
か
っ
た
（
注
17
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
教
長
が
親
本
と
し
た
本
は
全
て
の
歌
を
上
句
、
下

句
に
区
切
っ
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
だ
と
す
る
と
、
教
長
自
身
の
考
え
に
よ
っ
て
上
句
、
下
句
の
区

切
れ
で
書
写
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
上
句
、
下
句
を
句
ご
と
に
二
行
で
書
き
分
け
ら
れ
る
の
が
一
般

化
す
る
時
期
に
つ
い
て
、
佐
々
木
孝
浩
氏
は
先
行
研
究
を
検
討
し
た
う
え

で
「
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
掛
け
て
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。」（
注
18
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
徐
々
に
上
句
、
下
句
を
分
か

り
や
す
く
書
き
分
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
の
背
景
に
は
、
伊
行
や
定
家
と
い
っ
た
勅
撰
集
の
編
纂
や
書
写
に
関
わ

り
、
さ
ら
に
仮
名
の
書
式
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
人
物
、
つ
ま
り
書
く
こ

と
に
対
し
て
意
識
的
で
あ
っ
た
人
物
等
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

教
長
の
仮
名
の
書
写
に
関
し
て
は
、『
顕
註
密
勘
』
に
あ
る
よ
う
に
、

基
本
的
に
は
親
本
を
尊
重
し
た
書
写
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
異
体
仮
名
や
改
行
に
つ
い
て
は
教
長
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
べ
て
を
親
本
通
り
に
書
写
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
改
行



一
一

の
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
内
、
最
も
接
続
数
の
多
い
も
の
で
あ
る
が
、《
こ

ひ
》
は
『
二
荒
山
本
』
で
は
二
番
目
に
接
続
数
が
多
い
も
の
で
あ
る

（
一
番
は
《
も
ひ
》）。
し
か
し
、《
こ
ひ
》
は
『
今
城
切
』
で
は
最
も

接
続
数
が
多
く
、
二
つ
の
本
の
合
計
に
お
い
て
も
最
も
接
続
数
が
多

か
っ
た
た
め
、
本
考
察
で
は
《
こ
ひ
》
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

８　

本
文
は
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
五
（
風
間
書
房　

昭
和
五
十
六

年
）
よ
り
引
用
し
た
。

９　
「
そ
の
つ
か
へ
る
文
字
を
か
ゝ
れ
侍
け
り
」
を
、「
仮
名
の
字
母
づ

か
い
を
保
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。」
と
解
釈
す
る
考
え
も

あ
る
。（
浅
田
徹
氏
「「
不
違
一
字
」
的
書
写
態
度
に
つ
い
て
」『
中

世
和
歌　

資
料
と
論
考
』
明
治
書
院　

平
成
四
年
）

10　

本
文
は
永
由
徳
夫
氏
「『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
研
究
」（『
青
山
杉
雨

記
念
賞　

第
三
回
学
術
奨
励
論
文
選
』
平
成
十
二
年
）
よ
り
引
用
し

た
。

11　

本
文
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
二
十
九
（
岩
波
書
店　

平
成

七
年
）
よ
り
引
用
し
た
。

12　

本
文
は
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
三
巻
（
風
間
書
房　

昭
和
三
十
一

年
）
よ
り
引
用
し
た
。

13　
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
二
巻
（
風
間
書
房　

昭
和
三
十
一
年
）
よ

り
引
用
し
た
。

俊
頼
基
俊
、
談
宗
延
勝
超
探
和
歌
之
旨
趣
。
而
其
議
敢
不
廃
忘
。
今

遇
此
道
之
中
興
、
於　

大
王
御
前
写
斯
如
瓶
水
悦
哉
。
観
蓮
空
納
胸

中
之
蓄
懐
、
已
臨
老
後
悉
散
之
、
且
述
鬱
憤
且
蕩
堅
執
、
豈
非
菩
提

之
要
路
乎
。
幸
甚
ゝ
ゝ
。

　
　

と
あ
る
傍
線
部
と
、『
今
城
切
』
の
奥
書
と
が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、

『
今
城
切
』
が
守
覚
法
親
王
に
献
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、『
諸
雑
記
』
の
本
文
は
濱
口
博
章
『
中
世
和
歌

の
研
究 

資
料
と
考
証
』（
新
典
社 
平
成
二
年
）
よ
り
引
用
し
、
適

宜
傍
線
を
付
し
た
。

５　
『
今
城
切
』
の
歌
の
内
、『
古
筆
学
大
成
』
掲
載
の
七
五
一
番
歌
、

九
二
二
番
歌
は
一
行
書
き
で
小
さ
く
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
が
教
長
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
判

断
で
き
な
か
っ
た
た
め
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

６　

本
来
は-1

～
1
を
取
る
が
、
文
字
数
な
の
で
マ
イ
ナ
ス
値
が
な

い
た
め
0
～
1
を
取
る
。
な
お
、『
二
荒
山
本
』
を
三
分
割
（
先
頭

か
ら
歌
を
二
つ
飛
び
で
選
ん
で
い
き
一
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
第
二

グ
ル
ー
プ
は
先
頭
か
ら
二
つ
目
、
第
三
グ
ル
ー
プ
は
先
頭
か
ら
三
つ

め
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
分
割
）
し
た
も
の
だ
と
コ
サ
イ
ン
類
似
度
が

0.998

で
あ
っ
た
。

７　
《
お
も
》、《
と
お
》、《
ひ
と
》に
関
し
て
は
、『
今
城
切
』、『
二
荒
山
本
』



一
二

14　

本
文
は
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
第
二
巻
（
朝
日
新
聞
社　

平
成

六
年
）
よ
り
引
用
し
、
適
宜
傍
線
を
付
し
た
。

15　

本
文
は
浅
田
徹
氏
「
下
官
集
の
諸
本
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀

要
』
第
二
十
六
号　

平
成
十
二
年
）
よ
り
引
用
し
、
適
宜
訓
点
、
傍

線
を
付
し
た
。

16　

注
５
と
同
じ
。

17　
「『
高
野
切
本
古
今
和
歌
集
』
に
見
る
平
安
時
代
表
記
の
共
時
的
規

範
意
識
」『
研
究
と
資
料
』
第
七
十
八
輯　

平
成
二
十
九
年

18　
「
勅
撰
集
の
書
式
と
表
記
の
関
係
」『
日
本
文
学
』
六
十
三
巻
七
号

　

平
成
二
十
六
年

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
藤
原
教
長
、
親
本
、
仮
名



一
三

二荒山本 今城切

す す 0.4％ （1） 0.0％ （0）

春 58.3％ （165） 47.7％ （42）

須 41.0％ （116） 51.7％ （45）

数 0.4％ （1） 0.0％ （0）

せ せ 1.4％ （2） 7.0％ （3）

世 98.6％ （139） 93.0％ （40）

そ そ 100.0％（336） 98.2％ （107）

所 0.0％ （0） 1.8％ （2）

た た 1.1％ （6） 6.5％ （12）

多 98.1％ （517） 92.8％ （168）

堂 0.8％ （4） 0.5％ （1）

ち ち 100.0％（223） 100.0％ （55）

つ つ 68.2％ （367） 73.3％ （96）

川 0.7％ （4） 0.8％ （1）

徒 31.0％ （167） 26.0％ （34）

て て 74.1％ （252） 81.5％ （88）

氐 25.9％ （88） 18.3％ （20）

と と 99.9％ （837） 99.7％ （318）

東 0.1％ （1） 0.3％ （1）

な な 47.7％ （467） 61.2％ （194）

奈 28.4％ （278） 18.9％ （60）

那 24.0％ （235） 19.8％ （63）

に に 19.0％ （134） 11.3％ （24）

耳 1.3％ （9） 0.9％ （2）

二 0.3％ （2） 0.9％ （2）

尓 79.4％ （559） 86.4％ （185）

ぬ ぬ 100.0％（228） 100.0％ （81）

二荒山本 今城切

あ あ 97.1％ （441） 97.6％ （120）

阿 0.4％ （2） 2.4％ （3）

悪 2.4％ （11） 0.0％ （0）

い い 100.0％（260） 100.0％（118）

う う 100.0％（143） 100.0％ （52）

え え 91.2％ （93） 91.7％ （22）

江 8.8％ （9） 8.3％ （2）

お お 52.0％ （132） 32.0％ （33）

於 48.0％ （122） 67.6％ （69）

か か 9.8％ （107） 16.1％ （51）

可 90.1％ （987） 83.5％ （264）

閑 0.1％ （1） 0.3％ （1）

き き 81.6％ （707） 88.4％ （190）

起 5.4％ （47） 1.4％ （3）

支 12.9％ （112） 10.2％ （22）

く く 96.7％ （497） 96.6％ （142）

具 3.3％ （17） 3.4％ （5）

け け 0.0％ （0） 1.9％ （2）

介 96.3％ （339） 94.3％ （100）

希 3.7％ （13） 3.8％ （4）

こ こ 97.1％ （499） 97.6％ （162）

古 2.9％ （15） 2.4％ （4）

さ さ 99.3％ （290） 97.8％ （90）

佐 0.7％ （2） 2.2％ （2）

し し 92.4％ （678） 81.6％ （208）

志 7.6％ （56） 18.4％ （47）

【表１】異体仮名の種類および使用実態



一
四

二荒山本 今城切

も も 29.3％ （206） 35.6％ （83）

裳 0.1％ （1） 0.9％ （2）

毛 70.6％ （497） 63.5％ （148）

や や 99.7％ （306） 100.0％（105）

夜 0.3％ （1） 0.0％ （0）

ゆ ゆ 100.0％（206） 100.0％ （49）

よ よ 100.0％（211） 100.0％ （75）

ら ら 100.0％（523） 100.0％（148）

り り 8.5％ （45） 9.0％ （13）

利 91.3％ （484） 91.0％ （131）

里 0.2％ （1） 0.0％ （）

る る 97.6％ （643） 98.3％ （169）

類 2.4％ （16） 1.7％ （3）

れ れ 96.5％ （381） 95.3％ （163）

礼 0.8％ （3） 0.0％ （0）

連 2.8％ （11） 4.7％ （8）

ろ ろ 99.5％ （191） 100.0％ （61）

路 0.5％ （1） 0.0％ （0）

わ わ 94.3％ （231） 98.9％ （91）

王 5.7％ （14） 1.1％ （1）

ゐ ゐ 100.0％ （28） 100.0％ （5）

ゑ ゑ 100.0％ （59） 100.0％ （6）

を を 97.3％ （327） 99.2％ （122）

越 2.7％ （9） 0.8％ （1）

ん ん 100.0％（151） 100.0％ （54）

二荒山本 今城切

ね ね 91.0％ （101） 82.8％ （24）

年 9.0％ （10） 17.2％ （5）

の の 86.9％ （888） 83.1％ （280）

能 13.1％ （134） 16.8％ （57）

は は 45.2％ （484） 39.5％ （120）

ハ 4.4％ （47） 5.9％ （18）

者 50.4％ （540） 54.6％ （166）

ひ ひ 24.4％ （95） 60.5％ （101）

日 15.2％ （59） 28.7％ （48）

飛 60.4％ （235） 10.7％ （18）

ふ ふ 89.8％ （327） 97.0％ （97）

不 0.5％ （2） 0.0％ （0）

布 9.6％ （35） 3.0％ （3）

へ へ 100.0％（235） 100.0％ （82）

ほ ほ 86.4％ （133） 87.5％ （28）

本 13.6％ （21） 12.5％ （4）

ま ま 66.0％ （283） 55.1％ （86）

万 34.0％ （146） 44.5％ （69）

み み 78.2％ （487） 87.2％ （171）

ミ 0.2％ （1） 0.0％ （0）

見 19.1％ （119） 11.7％ （23）

美 2.6％ （16） 1.0％ （2）

む む 99.4％ （177） 100.0％ （46）

無 0.6％ （1） 0.0％ （0）

め め 99.3％ （145） 98.3％ （59）

免 0.7％ （1） 1.7％ （1）
凡例
使用割合をパーセントで示し、使用数をカッコ内に示している。


